
1111
月月
1177
日日｢｢

第第
3388
回回
七七
海海
祭祭｣｣

がが
催催
ささ
れれ
たた
。。
文文
化化
クク
ララ
ブブ
のの

作作
品品
展展
示示
、、
８８
クク
ララ
スス
のの
展展
示示

制制
作作
、、
７７
クク
ララ
スス
のの
スス
テテ
ーー
ジジ

発発
表表
、、
恒恒
例例
のの
新新
翔翔
ママ
ーー
ケケ
ッッ

トト
、、
食食
物物
ババ
ザザ
ーー
なな
どど
、、
悪悪
天天

候候
にに
もも
負負
けけ
なな
いい
にに
ぎぎ
わわ
いい
をを

見見
せせ
たた
。。

クク
ララ
スス
のの
展展
示示
制制
作作
はは
、、
ネネ

ッッ
トト
壁壁
画画
やや
、、
３３
００
００
００
本本
のの

ペペ
ッッ
トト
ボボ
トト
ルル
をを
使使
っっ
たた
、、
ペペ

ッッ
トト
ボボ
トト
ルル
アア
ーー
トト
、、
クク
ララ
スス

でで
一一
羽羽
ずず
つつ
、、
丁丁
寧寧
にに
折折
っっ
てて

作作
っっ
たた
折折
りり
鶴鶴
アア
ーー
トト
をを
はは
じじ

めめ
、、
いい
ずず
れれ
もも
クク
ララ
スス
のの
思思
いい

がが
ここ
もも
っっ
たた
作作
品品
ばば
かか
りり
だだ
っっ

たた
。。スス

テテ
ーー
ジジ
発発
表表
でで
はは
、、
各各
クク

ララ
スス
、、
趣趣
向向
をを
凝凝
らら
しし
たた
発発
表表

でで
、、
中中
にに
はは
、、
担担
任任
のの
先先
生生
がが

登登
場場
すす
るる
演演
出出
もも
ああ
っっ
たた
。。
今今

年年
初初
めめ
てて
のの
企企
画画
でで
ああ
るる
新新
翔翔

ソソ
ニニ
ッッ
クク
でで
はは
、、
ダダ
ンン
スス
自自
慢慢
、、

歌歌
自自
慢慢
のの
生生
徒徒
がが
登登
場場
しし
、、
会会

場場
をを
笑笑
わわ
せせ
たた
。。
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きき
のの
くく
にに
学学
びび
月月
間間
がが
1111

月月
１１
日日
かか
らら
始始
まま
っっ
たた
。。
１１

日日
のの
４４
限限
目目
にに
はは
授授
業業
参参
観観

がが
行行
わわ
れれ
、、
育育
友友
会会
役役
員員
がが

参参
加加
しし
たた
。。
参参
加加
しし
たた
役役
員員

はは
生生
徒徒
のの
様様
子子
やや
授授
業業
のの
状状

況況
なな
どど
をを
熱熱
心心
にに
見見
てて
いい
たた
。。

午午
後後
かか
らら
はは
中中
高高
連連
絡絡
協協

議議
会会
をを
開開
催催
しし
、、
新新
宮宮
市市
、、

東東
牟牟
婁婁
地地
方方
、、
田田
辺辺
市市
本本
宮宮

町町
のの
1100
中中
学学
校校
がが
出出
席席
しし
たた
。。

竹竹
村村
校校
長長
かか
らら
本本
校校
のの
教教

育育
方方
針針
やや
取取
りり
組組
みみ
、、
生生
徒徒

のの
状状
況況
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
のの
話話

のの
後後
、、
教教
務務
部部
長長
かか
らら
来来
年年

度度
のの
入入
学学
選選
抜抜
試試
験験
にに
つつ
いい

てて
説説
明明
をを
行行
っっ
たた
。。

まま
たた
、、
そそ
のの
後後
中中
学学
校校
のの

先先
生生
方方
とと
新新
翔翔
高高
等等
学学
校校
１１

学学
年年
担担
任任
団団
とと
のの
懇懇
談談
がが
ああ

りり
、、
各各
中中
学学
校校
のの
先先
生生
方方
はは
、、

送送
りり
出出
しし
たた
卒卒
業業
生生
のの
高高
校校

でで
のの
様様
子子
にに
つつ
いい
てて
熱熱
心心
にに

耳耳
をを
傾傾
けけ
てて
いい
たた
。。

ンン
、、
アア
ププ
リリ
なな
どど
、、
情情
報報
にに

関関
すす
るる
機機
器器
やや
ソソ
フフ
トト
はは
急急

速速
にに
発発
展展
、、
普普
及及
しし
てて
おお
りり
、、

法法
のの
整整
備備
やや
子子
供供
たた
ちち
をを
守守

るる
環環
境境
はは
そそ
れれ
らら
にに
追追
いい
付付

いい
てて
いい
なな
いい
のの
がが
現現
状状
でで
すす
。。

生生
徒徒
たた
ちち
にに
はは
、、
便便
利利
ささ
のの

裏裏
にに
はは
危危
険険
がが
潜潜
んん
でで
いい
るる

ここ
とと
をを
しし
っっ
かか
りり
とと
伝伝
ええ
なな

がが
らら
、、
フフ
ィィ
ルル
タタ
リリ
ンン
ググ
のの

設設
定定
なな
どど
、、
でで
きき
るる
ここ
とと
をを

きき
ちち
んん
とと
行行
うう
ここ
とと
がが
大大
人人

のの
責責
任任
だだ
とと
考考
ええ
まま
すす
。。

ルル
ペペ
ンン
１１
本本
でで
ああ
っっ
てて
もも
窃窃

盗盗
罪罪
はは
成成
立立
すす
るる
。。
ささ
らら
にに
、、

日日
本本
のの
法法
律律
でで
はは
、、｢｢

一一
緒緒

にに
いい
たた
だだ
けけ
。。
ぼぼ
くく
はは
知知
らら

なな
いい｣｣

はは
通通
用用
しし
なな
いい
。。
盗盗

んん
だだ
人人
とと
同同
じじ
罪罪
にに
問問
わわ
れれ

るる
。。
そそ
うう
なな
らら
なな
いい
たた
めめ
にに

はは
、、｢｢

ぼぼ
くく
はは
止止
めめ
るる
よよ
。。

ああ
っっ
ちち
へへ
行行
くく｣｣

とと
宣宣
言言
しし

てて
、、
そそ
のの
場場
かか
らら
離離
れれ
るる
ここ

とと
。。
そそ
のの
他他
、、
友友
達達
がが
盗盗
っっ

たた
自自
転転
車車
にに
乗乗
るる
とと｢｢

盗盗
品品

運運
搬搬
罪罪｣｣

にに
問問
わわ
れれ
、、
窃窃
盗盗

罪罪
とと
同同
じじ
くく
、、
1100
年年
以以
下下
のの

懲懲
役役
まま
たた
はは
5500
万万
円円
以以
下下
のの

罰罰
金金
がが
課課
せせ
らら
れれ
るる
。。
盗盗
っっ

たた
自自
転転
車車
をを
買買
っっ
たた
りり
もも
らら

っっ
たた
りり
しし
てて
もも
同同
様様
にに
罰罰
せせ

らら
れれ
るる
のの
でで
絶絶
対対
にに
しし
なな
いい

よよ
うう
にに
とと
教教
ええ
らら
れれ
たた
。。

最最
後後
にに
、、
自自
転転
車車
運運
転転
のの

ママ
ナナ
ーー
とと
罰罰
則則
にに
つつ
いい
てて
触触

れれ
たた
。。
賠賠
償償
にに
つつ
いい
てて
はは
相相

手手
にに
大大
けけ
がが
をを
ささ
せせ
たた
りり
、、

死死
亡亡
ささ
せせ
たた
場場
合合
、、
５５
００
００

００
万万
円円
をを
支支
払払
わわ
ささ
れれ
るる

ケケ
ーー
スス
もも
見見
らら
れれ
るる
。。
スス

ピピ
ーー
ドド
のの
出出
しし
過過
ぎぎ
やや
飛飛
びび

出出
しし
なな
どど
にに
はは
十十
分分
にに
注注
意意

しし
、、
交交
通通
法法
規規
をを
守守
りり
安安
全全

セセ
ンン
タタ
ーー
でで
多多
発発))

、、
対対
策策

((

新新
宮宮
駅駅
でで
のの
ワワ
イイ
ヤヤ
ロロ
ッッ

クク
のの
提提
供供))

なな
どど
がが
話話
ささ
れれ

たた
。。まま

たた
、、
窃窃
盗盗
罪罪
にに
関関
すす
るる

刑刑
法法
をを
引引
用用
しし
、、｢｢

財財
物物｣｣

とと
はは
被被
害害
者者
にに
とと
っっ
てて
大大
切切

なな
物物
のの
ここ
とと
でで
ああ
りり
、、
そそ
れれ

はは
犯犯
人人
でで
はは
なな
くく
被被
害害
者者
がが

決決
めめ
るる
ここ
とと
。。
たた
とと
ええ
ボボ
ーー

1111
月月
９９
日日
のの
４４
限限
、、
新新
宮宮

警警
察察
署署
のの
地地
域域
課課
長長
・・
廣廣
田田

典典
生生
氏氏
をを
講講
師師
にに
招招
いい
てて
、、

全全
校校
生生
徒徒
をを
対対
象象
にに
、、｢｢

地地

域域
のの
警警
察察
官官
かか
らら
のの
講講
話話｣｣

をを
実実
施施
しし
たた
。。

冒冒
頭頭
かか
らら
、、｢｢

友友
達達
がが
悪悪

いい
ここ
とと
をを
しし
よよ
うう
とと
しし
たた
らら

止止
めめ
らら
れれ
るる
人人
にに
なな
るる
ここ
とと｣｣

をを
伝伝
ええ
らら
れれ
たた
。。
ここ
れれ
はは
、、

本本
日日
、、
最最
もも
伝伝
ええ
たた
いい
ここ
とと

とと
しし
てて
何何
度度
もも
繰繰
りり
返返
ささ
れれ

たた
。。そそ

のの
後後
、、
本本
地地
方方
のの
現現
状状

とと
しし
てて
、、
窃窃
盗盗
、、
特特
にに
自自
転転

車車
窃窃
盗盗
がが
多多
いい
ここ
とと
、、
場場
所所

((

新新
宮宮
駅駅
・・
オオ
ーー
クク
ワワ
仲仲
之之

町町
店店
・・
イイ
オオ
ンン
・・
スス
ーー
パパ
ーー
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｢｢全全日日本本小小中中学学生生ロロボボッットト選選手手権権｣｣ のの東東牟牟婁婁ブブロロッックク予予選選会会がが1100月月2277

日日､､ 本本校校キキャャリリアア教教室室ににてて開開かかれれたた｡｡ 同同選選手手権権はは今今年年でで６６回回目目をを迎迎ええ､､

子子供供たたちちががももののづづくくりりのの楽楽ししささをを実実感感しし､､ 将将来来ももののづづくくりりにに携携わわるる人人

材材ととししてて活活躍躍すするるここととをを期期待待ししてて開開催催さされれてていいるる｡｡ 小小学学生生のの部部でで松松本本

芳芳樹樹君君 ((三三輪輪崎崎小小６６年年)) がが､､ リリーーググ戦戦､､ 決決勝勝戦戦をを見見事事勝勝ちち抜抜きき､､ 1122月月1166

日日 ((日日)) にに御御坊坊市市立立体体育育館館でで行行わわれれるる本本戦戦へへのの出出場場をを決決めめたた｡｡

和和
歌歌
山山
県県
高高
等等
学学
校校
ワワ
ーー

ププ
ロロ
選選
手手
権権
大大
会会
がが
1111
月月
1100

日日
本本
校校
でで
行行
わわ
れれ
、、
県県
内内
のの

学学
校校
６６
校校((

選選
手手
数数
2288
名名))

がが
ワワ
ーー
ププ
ロロ
入入
力力
のの

｢｢

速速

ささ
・・
正正
確確
ささ｣｣

をを
競競
いい
合合
っっ

たた
。。団団

体体
３３
位位
以以
内内
にに
入入
れれ
ばば

来来
年年
５５
月月
にに
行行
わわ
れれ
るる
近近
畿畿

大大
会会((

開開
催催
県県
＝＝
奈奈
良良))

へへ

のの
出出
場場
権権
がが
得得
らら
れれ
るる
。。
本本

校校
かか
らら
はは
４４
名名
がが
出出
場場
しし
、、

団団
体体
でで
４４
位位
にに
なな
りり
近近
畿畿
大大

会会
へへ
のの
出出
場場
権権
をを
得得
るる
ここ
とと

がが
でで
きき
なな
かか
っっ
たた
。。

佳佳
良良
賞賞((

各各
校校
上上
位位
１１
名名))

にに
本本
校校
かか
らら
はは
２２
年年
４４
組組
のの

東東
岡岡
由由
莉莉
ささ
んん
がが
選選
ばば
れれ
たた
。。

大大
会会
後後
、、
出出
場場
しし
たた
選選
手手

はは
来来
年年
６６
月月
にに
行行
わわ
れれ
るる
全全

国国
大大
会会
へへ
のの
出出
場場
権権
をを
懸懸
けけ

たた
予予
選選
会会
にに
出出
場場
しし
、、
全全
国国

大大
会会
出出
場場
をを
目目
指指
しし
たた
いい
とと

話話
しし
てて
いい
たた
。。
１１
位位
とと
なな
っっ

たた
和和
歌歌
山山
商商
業業
高高
校校
のの
選選
手手

のの
1100
分分
間間
のの
字字
数数
はは
１１
３３
９９

３３
字字((

誤誤
打打
数数
１１
字字))

でで
、、

速速
ささ
もも
正正
確確
ささ
もも
兼兼
ねね
備備
ええ

たた
選選
手手
だだ
っっ
たた
のの
でで
、、
見見
習習

っっ
てて
がが
んん
ばば
っっ
てて
ほほ
しし
いい
とと

思思
うう
。。

1111
月月
６６
日日
のの
５５
限限
、、
１１
学学

年年
をを
対対
象象
にに
、、
情情
報報
モモ
ララ
ルル

講講
座座
をを
開開
いい
たた
。。
講講
師師
はは
ＮＮ

ＰＰ
ＯＯ
情情
報報
セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
研研

究究
所所
のの
中中
井井
ささ
んん
でで
、、
クク
イイ

ズズ
やや
動動
画画
をを
交交
ええ
なな
がが
らら
、、

情情
報報
機機
器器
のの
利利
用用
にに
関関
すす
るる

危危
険険
性性
とと
そそ
のの
予予
防防
、、
モモ
ララ

ルル
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
分分
かか
りり
やや

すす
くく
説説
明明
しし
てて
くく
れれ
たた
。。

そそ
のの
中中
でで
特特
にに
注注
意意
しし
なな

けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
ここ
とと
とと
しし

てて
、、
次次
のの
４４
点点
がが
挙挙
げげ
らら
れれ

たた
。。

①①
スス
ママ
ーー
トト
ホホ
ンン
のの
セセ
キキ
ュュ

リリ
テテ
ィィ
ーー
をを
しし
っっ
かか
りり
とと
行行

うう
ここ
とと

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
やや
アア
ププ

リリ
上上
にに
はは
ウウ
イイ
ルル
スス
がが
まま
んん

延延
しし
てて
おお
りり
、、
すす
ごご
いい
勢勢
いい

でで
増増
加加
しし
続続
けけ
てて
いい
るる
。。
対対

策策((

セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
ーー))

をを

講講
じじ
てて
いい
なな
いい
とと
、、
個個
人人
情情

報報
のの
流流
出出
、、
悪悪
用用
にに
つつ
なな
がが

るる
。。

②②
ワワ
ンン
クク
リリ
ッッ
クク
詐詐
欺欺
にに
遭遭

っっ
たた
らら
まま
ずず
相相
談談
すす
るる
ここ
とと

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
上上
でで
迷迷

いい
、、
訳訳
のの
分分
かか
らら
なな
いい
うう
ちち

にに｢｢

ワワ
ンン
クク
リリ
ッッ
クク
詐詐
欺欺｣｣

にに
遭遭
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
らら
、、
自自

分分
でで
解解
決決
しし
よよ
うう
とと
せせ
ずず
にに
、、

大大
人人
にに
相相
談談
すす
るる
ここ
とと
。。
自自

分分
たた
ちち
でで
解解
決決
しし
よよ
うう
とと
すす

るる
とと
どど
んん
どど
んん
わわ
なな
にに
はは
まま

りり
込込
みみ
、、
多多
額額
のの
被被
害害
をを
受受

けけ
るる
恐恐
れれ
がが
ああ
るる
。。
もも
しし
、、

架架
空空
請請
求求
がが
来来
たた
場場
合合
、、
相相

手手
がが
ここ
ちち
らら
のの
住住
所所
やや
氏氏
名名

なな
どど
をを
知知
っっ
てて
いい
るる
場場
合合
はは
、、

危危
険険
なな
状状
態態
にに
ああ
るる
とと
考考
ええ
、、

無無
視視
せせ
ずず
にに
両両
親親
なな
どど
にに
必必

ずず
相相
談談
すす
るる
ここ
とと
。。

③③
ブブ
ロロ
ググ
やや
ＳＳ
ＮＮ
ＳＳ((

ソソ
ーー

シシ
ャャ
ルル
・・
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
キキ
ンン

ググ
・・
ササ
ーー
ビビ
スス))

上上
へへ
のの
個個

人人
情情
報報
のの
書書
きき
込込
みみ

住住
所所
やや
氏氏
名名
はは
もも
ちち
ろろ
んん
、、

個個
人人
がが
特特
定定
ささ
れれ
るる
情情
報報
はは

公公
開開
しし
なな
いい
ここ
とと
。。
まま
たた
、、

現現
在在
のの
スス
ママ
ーー
トト
ホホ
ンン
にに
はは

｢｢

ジジ
オオ
タタ
ググ｣｣

とと
言言
わわ
れれ
るる

機機
能能
がが
つつ
いい
てて
おお
りり
、、
そそ
のの

機機
能能
がが
働働
いい
たた
まま
まま
のの
状状
態態

でで
撮撮
っっ
たた
写写
真真
にに
はは
、、
いい
つつ
、、

どど
ここ
でで
撮撮
影影
しし
たた
もも
のの
かか
なな

どど
のの
情情
報報
がが
自自
動動
的的
にに
含含
まま

れれ
るる
。。
安安
易易
なな
気気
持持
ちち
でで
写写

真真
なな
どど
をを
ネネ
ッッ
トト
上上
にに
公公
開開

すす
るる
とと
、、｢｢

ジジ
オオ
タタ
ググ｣｣

のの

デデ
ーー
タタ
かか
らら
場場
所所
をを
特特
定定
ささ

れれ
、、
詐詐
欺欺
やや
スス
トト
ーー
カカ
ーー
にに

狙狙
わわ
れれ
るる
恐恐
れれ
がが
ああ
るる
。。

④④
ネネ
ッッ
トト
上上
でで
出出
会会
っっ
たた
人人

をを
信信
じじ
過過
ぎぎ
なな
いい

ネネ
ッッ
トト
上上
のの
言言
葉葉
やや
表表

情情
・・
声声
にに
はは
悪悪
意意
がが
潜潜
んん
でで

いい
るる
ここ
とと
がが
ああ
るる
。。
そそ
のの
よよ

うう
なな
人人
にに
とと
っっ
てて
、、
高高
校校
生生

をを
だだ
まま
すす
のの
はは
いい
とと
もも
簡簡
単単

なな
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
信信
じじ
切切
っっ

てて
しし
まま
ええ
ばば
、、
周周
りり
のの
意意
見見

もも
聞聞
きき
入入
れれ
らら
れれ
なな
くく
なな
りり
、、

気気
がが
付付
いい
たた
時時
にに
はは
取取
りり
返返

しし
のの
つつ
かか
なな
いい
事事
態態
にに
陥陥
っっ

てて
しし
まま
うう
。。
自自
分分
はは
大大
丈丈
夫夫

とと
決決
めめ
つつ
けけ
るる
ここ
とと
のの
なな
いい

よよ
うう
にに
。。

パパ
ソソ
ココ
ンン
やや
スス
ママ
ーー
トト
ホホ
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｢｢

努努
力力
はは
勝勝
利利
にに
繋繋
ぐぐ
鍵鍵｣｣

をを
テテ
ーー
ママ
とと
しし
、、
ベベ
スス
トト
８８

をを
目目
指指
しし
日日
々々
練練
習習
にに
励励
んん

でで
いい
まま
すす
。。
部部
員員
がが
少少
なな
いい

上上
にに
、、
けけ
がが
をを
しし
てて
いい
るる
生生

徒徒
がが
多多
くく
、、
まま
とと
もも
にに
練練
習習

すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
なな
いい
環環
境境

のの
中中
、、
先先
月月
行行
わわ
れれ
たた
選選
手手

権権
大大
会会
でで
、、
接接
戦戦
のの
末末
ベベ
スス

トト
1166
とと
いい
うう
成成
績績
をを
残残
すす
ここ

とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。

まま
たた
、、
ププ
レレ
ーー
にに
自自
信信
がが

なな
くく
、、
練練
習習
試試
合合
でで
競競
っっ
たた

試試
合合
もも
勝勝
ちち
抜抜
くく
ここ
とと
がが
でで

きき
なな
かか
っっ
たた
部部
員員
たた
ちち
にに
とと

っっ
てて
、、
大大
きき
なな
自自
信信
にに
つつ
なな

がが
るる
大大
会会
だだ
っっ
たた
とと
思思
いい
まま

すす
。。
今今
後後
もも
目目
標標
にに
向向
かか
っっ

てて
部部
員員
一一
丸丸
とと
なな
っっ
てて
技技
術術

をを
磨磨
きき
、、
仲仲
間間
とと
支支
ええ
合合
いい

なな
がが
らら
練練
習習
にに
打打
ちち
込込
んん
でで

いい
きき
まま
すす
。。
毎毎
日日
ササ
ポポ
ーー
トト

しし
てて
くく
だだ
ささ
るる
皆皆
ささ
んん
にに
感感

謝謝
でで
すす
。。
今今
後後
もも
応応
援援
よよ
ろろ

しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。
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皆皆
ささ
んん
、、
初初
めめ
まま
しし
てて
。。

本本
年年
度度
かか
らら
本本
校校
にに
勤勤
務務
ささ

せせ
てて
いい
たた
だだ
いい
てて
おお
りり
まま

すす
、、
塩塩
路路
友友
理理((

しし
おお
じじ
・・

ゆゆ
りり))

とと
申申
しし
まま
すす
。。
担担
当当

教教
科科
はは
保保
健健
体体
育育
でで
、、
部部
活活

動動
はは
女女
子子
ババ
スス
ケケ
ッッ
トト
ボボ
ーー

ルル
部部
のの
顧顧
問問
をを
しし
てて
いい
まま

すす
。。
私私
はは
和和
歌歌
山山
県県
和和
歌歌
山山

市市
出出
身身
でで
、、
大大
学学
はは
愛愛
知知

県県
、、
大大
学学
院院
でで
はは
大大
阪阪
府府
でで

生生
活活
をを
しし
てて
いい
まま
しし
たた
。。
ささ

まま
ざざ
まま
なな
地地
域域
でで
のの
暮暮
らら
しし

やや
とと
てて
もも
大大
切切
なな
仲仲
間間
とと
のの

出出
会会
いい
がが
ああ
りり
、、
他他
府府
県県
でで

のの
生生
活活
もも
考考
ええ
まま
しし
たた
がが
、、

高高
校校
生生
のの
ここ
ろろ
かか
らら
のの｢｢

教教

員員
にに
なな
っっ
てて
地地
元元
のの
和和
歌歌
山山

県県
にに
戻戻
っっ
てて
来来
たた
いい｣｣

とと
いい

うう
強強
いい
気気
持持
ちち
がが
勝勝
りり
、、
和和

歌歌
山山
県県
でで
のの
生生
活活
をを
選選
びび
まま

しし
たた
。。

私私
にに
とと
っっ
てて
本本
校校
はは
３３
校校

目目
のの
勤勤
務務
校校
とと
なな
りり
まま
すす
。。

私私
がが
本本
校校
にに
勤勤
務務
がが
決決
まま

りり
、、
辞辞
令令
をを
頂頂
いい
たた
時時
にに
まま

ずず
行行
っっ
たた
のの
がが
自自
動動
車車
のの

ルル
ーー
トト
検検
索索
でで
しし
たた
。。
前前
年年

度度
はは
笠笠
田田
高高
等等
学学
校校
にに
勤勤
務務

しし
てて
いい
たた
たた
めめ((

笠笠
田田
高高
等等

学学
校校
はは
紀紀
北北
地地
区区
にに
ああ
りり
まま

すす))

、、
４４
時時
間間
1100
分分
とと
表表
示示

ささ
れれ
たた
時時
にに
はは
大大
変変
驚驚
きき
、、

とと
にに
かか
くく
遠遠
いい
なな
とと
感感
じじ
まま

しし
たた
。。
私私
はは
今今
まま
でで
新新
宮宮
をを

訪訪
れれ
たた
ここ
とと
がが
なな
くく
、、
新新
しし

いい
環環
境境
でで
生生
活活
をを
すす
るる
のの
はは

とと
てて
もも
不不
安安
でで
しし
たた
がが
、、
自自

然然
豊豊
かか
なな
ここ
のの
地地
にに
移移
りり
住住

みみ
、、
新新
翔翔
高高
校校
のの
皆皆
ささ
んん
のの

元元
気気
でで
活活
力力
ああ
るる
声声
にに
いい
つつ

もも
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
をを
もも
らら
っっ
てて

いい
まま
すす
。。
まま
たた
教教
職職
員員
のの

方方
々々
かか
らら
もも
たた
くく
ささ
んん
のの
助助

言言
やや
指指
導導
をを
頂頂
きき
、、
充充
実実
しし

たた
毎毎
日日
をを
送送
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

よよ
くく｢｢

失失
敗敗
はは
成成
功功
のの
もも

とと｣｣

とと
いい
うう
言言
葉葉
をを
耳耳
にに
しし

まま
すす
がが
、、
私私
はは
誰誰
でで
もも
失失
敗敗

はは
すす
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。
そそ
のの

失失
敗敗
かか
らら
何何
をを
学学
びび
、、
次次
にに

生生
かか
すす
のの
かか
がが
大大
事事
でで
すす
。。

弱弱
ささ
をを
知知
っっ
てて
いい
るる
かか
らら
ここ

そそ
、、
次次
のの
挑挑
戦戦
がが
でで
きき
、、
自自

分分
自自
身身
のの
強強
ささ
にに
なな
りり
まま

すす
。。
私私
がが
学学
生生
のの
ここ
ろろ
、、
常常

にに
頭頭
にに
ああ
っっ
たた
ここ
とと
はは｢｢

失失

敗敗
しし
なな
いい
よよ
うう
にに
しし
よよ
うう｣｣

とと
いい
うう
ここ
とと
でで
しし
たた
。。
部部
活活

動動
にに
おお
いい
てて
もも
、、
受受
験験
にに
おお

いい
てて
もも
、、
無無
難難
なな
道道
をを
たた
どど

っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。
しし
かか
しし
、、

そそ
んん
なな
考考
ええ
でで
行行
動動
しし
てて
いい

るる
とと
自自
分分
自自
身身
のの
成成
長長
にに
はは

つつ
なな
がが
らら
なな
いい
とと
いい
うう
ここ
とと

をを
私私
はは
学学
びび
まま
しし
たた
。。
皆皆
ささ

んん
にに
はは
、、
ここ
のの
高高
校校
生生
活活
でで

ささ
まま
ざざ
まま
なな
経経
験験
をを
しし
てて
ほほ

しし
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
そそ
のの
たた

めめ
にに
はは｢｢

失失
敗敗｣｣

をを
しし
てて
くく

だだ
ささ
いい
。。
そそ
しし
てて｢｢

生生
きき
るる

力力｣｣

をを
つつ
けけ
、、
社社
会会
にに
出出
てて

行行
っっ
てて
ほほ
しし
いい
とと
思思
いい
まま

すす
。。最最

後後
にに
、、
教教
員員
とと
しし
てて
まま

だだ
まま
だだ
未未
熟熟
でで
すす
がが
、、
分分
かか

りり
にに
くく
いい
ここ
とと
をを
分分
かか
りり
やや

すす
くく
教教
ええ
らら
れれ
るる
よよ
うう
心心
掛掛

けけ
、、
一一
人人
でで
もも
多多
くく
のの
生生
徒徒

にに
保保
健健
体体
育育
にに
興興
味味
をを
持持
っっ

てて
もも
らら
ええ
るる
よよ
うう
にに
頑頑
張張
りり

たた
いい
とと
考考
ええ
てて
いい
まま
すす
。。
生生

徒徒
のの
皆皆
ささ
んん
がが
充充
実実
しし
たた

日日
々々
をを
笑笑
顔顔
でで
送送
るる
れれ
るる
よよ

うう
にに
頑頑
張張
っっ
てて
いい
きき
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
のの
でで
、、
ここ
れれ
かか
らら

もも
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま

すす
。。
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にに
自自
転転
車車
をを
運運
転転
すす
るる
ここ
とと

がが
話話
ささ
れれ
たた
。。
生生
徒徒
たた
ちち
にに

はは
、、
自自
分分
のの
行行
動動
をを
正正
すす
ここ

とと
はは
、、
自自
分分
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、

友友
人人
やや
家家
族族
をを
守守
るる
ここ
とと
にに

つつ
なな
がが
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
をを
しし

っっ
かか
りり
とと
心心
にに
留留
めめ
てて
、、
生生

活活
しし
てて
ほほ
しし
いい
とと
考考
ええ
てて
いい

まま
すす
。。
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